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松
井
美
津
子 

議
員

松
井　

人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
た
が
、
今
後
の
人

権
啓
発
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

人
権
啓
発
教
育
課
長　

人
権
問
題
に
つ
い

て
46
の
質
問
事
項
を
設
定
し
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、1
月
に
分
析
、考
察
を
行
い
、

2
月
に
「
部
落
差
別
等
を
な
く
し
人
権
を

守
る
審
議
会
」
に
か
け
、「
え
が
お
」
等

に
公
表
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
民
の
関
心

が
高
い
、子
ど
も
や
女
性
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
も
現

状
を
踏
ま
え
て
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
方
、
感

じ
方
、
行
動
、
生
き
方
、
い
わ
ゆ
る
文
化

と
い
う
も
の
を
人
権
と
い
う
視
点
か
ら
捉

え
、
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
啓

発
を
推
進
し
て
い
く
。

松
井　

行
政
書
士
や
弁
護
士
な
ど
第
3
者

に
よ
る
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
不
正
取
得

に
つ
い
て
本
市
の
現
状
と
未
然
に
防
ぐ
本

人
通
知
制
度
の
登
録
制
度
に
つ
い
て
。

市
民
課
長　

本
市
に
お
い
て
は
、
不
正
請

求
は
な
い
。
事
前
登
録
型
、
不
正
取
得
通

知
型
の
2
つ
の
登
録
制
度
を
今
後
検
討
し

て
い
く
。

松
井　

結
婚
を
し
て
い
な
い
ひ
と
り
親
家

庭
の
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
に
つ
い
て

伺
う
。

子
育
て
支
援
課
長　

本
市
で
は
、
み
な
し

適
用
を
実
施
す
る
前
に
所
得
が
ゼ
ロ
と
い

う
世
帯
が
多
い
の
で
実
施
し
て
い
な
い
が
、

国
や
、
県
の
指
導
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
。

松
井　

来
年
4
月
か
ら「W

indow
sX
P

」

の
サ
ポ
ー
ト
の
終
了
を
受
け
、パ
ソ
コ
ン
の

Ｏ
Ｓ
更
新
に
つ
い
て
。

企
画
課
長　

平
成
22
年
度
に「W

indow
s7

」

へ
の
入
れ
替
え
を
完
了
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　

教
職
員
事
務
用
パ
ソ
コ

ン
も
全
て
更
新
済
み
。
教
育
用
パ
ソ
コ
ン

が
、
3
8
2
台
中
1
8
2
台
を
平
成
26
年

度
中
に
計
画
し
て
い
る
。

 　　

最
後
ま
で
自
宅
で

　

暮
ら
す
た
め
に
！

人
権
問
題
に
つ
い
て

来
海 

恵
子 

議
員

来
海　

包
括
ケ
ア
の
働
き
と
は
。

高
齢
者
支
援
課
長　

高
齢
者
が
自
宅
に
住

み
な
が
ら
安
心
し
て
最
後
ま
で
自
分
ら
し

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、住
ま
い
、医
療
、

介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

来
海　

合
志
市
の
現
状
は
。

高
齢
者
支
援
課
長　

平
成
24
年
度
末
で
、

高
齢
化
率
は
20
・
4
％
、
高
齢
者
数
は

1
1,
7
4
6
人
、
後
期
高
齢
者
数
は

5,
9
0
8
人
で
高
齢
者
数
の
50
・
3
％
、

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
数
は
1,
5
6
5
人
、

要
支
援
認
定
者
数
は
5
6
1
人
で
あ
る
。

来
海　

介
護
保
険
の
改
正
に
向
け
て
、
市

の
包
括
ケ
ア
は
ど
う
し
た
い
の
か
。

高
齢
者
支
援
課
長　

専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
っ
た
保
健
師
そ
の
他
の
専
門
職
の

人
員
確
保
な
ど
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

来
海　

今
後
は
包
括
ケ
ア
の
部
門
が
よ
り

重
要
に
な
っ
て
く
る
。ス
タ
ッ
フ
は
頑
張
っ

て
い
る
が
、
保
健
師
が
一
人
で
は
ど
ん
な

に
頑
張
っ
て
も
相
談
す
る
相
手
も
い
な
い

が
。

健
康
福
祉
部
長　

今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア

を
充
実
す
る
た
め
に
は
、
保
健
師
、
そ
の

ほ
か
の
専
門
職
な
ど
の
充
実
も
必
要
で
あ

る
。
必
要
と
す
る
部
署
へ
の
人
員
配
置
な

ど
、
人
事
担
当
部
署
と
も
十
分
協
議
し
、

再
雇
用
等
を
含
め
て
検
討
す
る
。

来
海　

違
っ
た
角
度
か
ら
、
も
う
一
つ
提

案
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
職
員
数
で
人
事
配

置
が
難
し
い
な
ら
、
包
括
ケ
ア
の
決
定
権

は
残
し
、
実
務
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
さ
れ
た
ら
い
か
が
か
。

高
齢
者
支
援
課
長　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
は
多
岐
に
渡
る
が
、
一
部
を
委
託
で

き
な
い
か
、
社
協
と
協
議
し
た
い
と
思
う
。

来
海　

市
民
だ
け
で
な
く
職
員
の
問
題
で

も
あ
り
、
ど
う
か
他
人
事
と
思
わ
ず
、
高

齢
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
す
か
ら

し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し
い
。

・
議
会
運
営
に
つ
い
て

・
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

11
月
14
日　

宮
崎
県
都
城
市

市
議
会
構
成
に
つ
い
て

　

定
数
32
名
、
13
会
派
が
存
在
し
て
お

り
、
4
常
任
委
員
会
、
4
特
別
委
員
会

及
び
議
会
運
営
委
員
会
を
も
っ
て
構
成

さ
れ
る
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　

一
人
当
た
り
月
額
3
万
円
を
所
属
議

員
数
に
応
じ
会
派
に
支
給
。
会
派
の
会

計
責
任
者
が
領
収
書
添
付
の
収
支
報
告

書
を
年
度
末
に
提
出
し
て
い
る
。

議
会
報
に
つ
い
て

　

議
会
報
は
単
独
発
行
で
は
な
く
、
市

広
報
に
一
般
質
問
を
中
心
に
お
お
む
ね

2
ペ
ー
ジ
ほ
ど

の
掲
載
を
し
て

い
る
ほ
か
、
地

元
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
会
社
に
よ

る
本
会
議
の
生

中
継
及
び
録
画

放
送
を
行
っ
て

い
る
。

11
月
15
日　

宮
崎
県
日
南
市

市
議
会
構
成
に
つ
い
て

　

定
数
30
名
、
7
会
派
及
び
無
会
派
2

名
。
4
常
任
委
員
会
、
4
特
別
委
員
会

及
び
議
会
運
営
委
員
会
を
も
っ
て
構
成

さ
れ
る
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　

一
人
当
た
り
、
月
1
万
2,
5
0
0
円

を
所
属
議
員
数
に
応
じ
て
会
派
に
支
給
。

条
例
に
よ
り
事
細
か
に
使
途
基
準
及
び

報
告
義
務
を
設
定
し
て
い
る
。

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
議
会
報
告
会

を
実
施
予
定
。
条
例
中
の
「
議
員
と
市

長
等
の
関
係
」
に
お
い
て
「
反
問
権
」

を
採
用
し
て
い
る
点
、
及
び
「
議
会
審

議
に
お
け
る
論
点
の
明
確
化
」
に
お
い

て
、
総
合
計
画
下
位
の
各
実
施
計
画
等

に
議
会
承
認
を
義
務
づ
け
て
い
る
点
は

特
徴
的
で
あ
る
。

所
感

　

特
に
会
派
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多

く
の
議
論
が
集
中
し
た
中
で
、
自
身
の

選
挙
の
優
位
性
や
地
域
性
に
固
執
す
る

集
散
に
な
り
が
ち
で
、
本
来
の
機
能
を

果
た
し
に
く
い
状
況
が
あ
る
と
の
指
摘

に
は
、
本
市
と
し
て
も
注
意
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　

政
策
立
案

能
力
の
向
上

こ
そ
が
会
派

の
意
義
で
あ

り
、
議
会
活

性
化
の
本
旨

で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し

た
。

委員会研修報告

11
月
5
日　

埼
玉
県
上
尾
市

学
童
保
育
に
つ
い
て

　

上
尾
市
は
埼
玉
県
南
東
部
に
位
置
し
、

面
積
45
・
55　

、
人
口
約
22
万
7
千
人
。

現
在
29
カ
所
の
学
童
保
育
所
に

1,
5
1
5
人
が
通
っ
て
お
り
、
市
内
全

児
童
1
2,
2
3
5
人
中
12
・
4
％
で
し

た
。
現
況
と
し
て
の
市
内
児
童
数
は
減

少
し
て
い
る
が
、
保
護
者
の
就
労
が
多

く
な
り
学
童
保
育
所
児
童
数
は
増
加
し

て
い
た
。
現
在
、
合
志
市
と
同
様
に
軽

量
鉄
骨
2
階
建
て
の
建
設
計
画
が
さ
れ

て
お
り
、
転
落
防
止
の
た
め
に
窓
を
高

く
し
た
こ
と
、
建
物
の
外
に
も
非
常
階

段
を
設
置
し
た
こ
と
、
学
校
側
に
も
配

慮
し
た
外
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
は
参
考

に
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

保
育
所
施
策
に
つ
い
て

　

上
尾
市
の
保
育
所
整
備
促
進
に
つ
い

て
は
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
と

し
て
、
平
成
26
年
度
に
は
32
カ
所
へ
と

毎
年
1
園
の
増
を
目
標
と
し
て
い
た
。

課
題
と
し
て
、
共
稼
ぎ
家
庭
の
増
加
や

保
育
所
新

設
に
よ
る

潜
在
的

ニ
ー
ズ
の

掘
り
起
こ

し
に
よ
る

申
込
み
の

増
加
が
あ

り
、
対
策

と
し
て
平

成
27
年
度
に
認
可
保
育
所
1
園
、
認
定

こ
ど
も
園
1
園
を
開
設
予
定
。
既
存
保

育
所
の
定
員
枠
拡
大
、
定
員
の
弾
力
化

の
推
進
。
既
存
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も

園
移
行
促
進
に
よ
る
3
歳
未
満
児
の
受

け
入
れ
枠
拡
充
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

11
月
6
日　

埼
玉
県
行
田
市

健
康
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て

　

行
田
市
は
埼
玉
県
北
部
に
位
置
し
、

面
積
67
・
37　

、
人
口
約
8
万
5
千
人
。

総
合
計
画
に
「
だ
れ
も
が
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
元
気
な
ま
ち
」
が
掲
げ
ら
れ
、

平
成
24
年
に
「
健
康
づ
く
り
活
動
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
対
処
療
法
型
」
か
ら
「
予
防
保
全

型
」
と
な
る
健
康
づ
く
り
事
業
の
展
開
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
市
民
や

企
業
と
の
協
同
、
市
役
所
内
の
各
課
と

の
連
携
が
必
須
で
あ
る
。「
健
康
づ
く
り

は
次
世
代
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
、
こ
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
と
し
て「
市

民
け
ん
こ
う
大
学
」「
市
民
け
ん
こ
う
大

学
院
」
を

開
設
し
、

遊
び
心
を

持
っ
た
内

容
に
な
っ

て
い
た
。
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